春休み、近くの博物館に行ってみよう

はじめに
私たちの地元である大崎・五反田エリアにある「容器文化ミュージアム」はご存知ですか？
今回は親子で気軽に楽しく遊んで学べる、「容器文化ミュージアム」を紹介いたします。

容器文化ミュージアムってどんなところ？
いつの時代も人の暮らしを便利で豊かなものとするために、考え、作られ、利用されてきた容器包装。容器文化ミュージアムは、容器包装の中にかくれているさまざまな秘密を「ひらく」施設です。

実際に親子でいってみた 
今回はDコース（1時間45分）を体験。
まずは綺麗なミュージアム内を自由に見学。取材当日は企画展が開催されており、レトロなブリキ缶も特別に観覧することができました。
「昔はお醤油も缶に入っていたんだ〜」など新しい学びも。
クイズにもチャレンジ！
よく目にする商品・容器ばかりで、子どもたちも「知ってるよ！」などと反応。
容器づくりを通して、日本らしい心遣いや技術力の高さを感じます。
年表や動画、実物展示を見ながら技術の進化と歴史を学ぶことができます。
私たち大人は、船内で蟹缶詰を作る「蟹工船」の様子に感動。大正時代の貴重な白黒映像だそうです。
[bookmark: _Hlk219362331]また、打検と呼ばれる検査体験もできます。これは、缶詰の缶の底を金属の棒で叩き、音の違いで品質を確認する方法です。他にも、ゴミ分別についてもゲームで学ぶことができます。
お楽しみのタイムカプセル缶づくり。
未来に向けて書いたお手紙と思い出の品を、専用の機械で缶詰にする工程を実際に見ることができます。「どうしたら蓋が缶にくっつくのだろう？」と子どもたちも真剣に観察しました。

ミュージアムの見どころ
１身近な容器の工夫を知る
飲み物や日用品などの多彩な容器包装には技術や知恵、工夫が驚くほどつめこまれています。
２興味深い容器の歴史
容器は、人の暮らしの中で役割や機能を進化させながら利用分野を広げてきました。
３タイムカプセルを作る
未来の自分や家族へ向けた手紙を缶詰にします。写真なども入れて、当日持ち帰ることができます。

おすすめ！案内つき見学コース・タイムカプセルづくり(予約制）
ミュージアムを見学するだけでも十分楽しめますが、説明員の方が容器の歴史や工夫をわかりやすく紹介しながら、案内してくださいます。「へぇ～！」という豆知識もお話ししてくださいます。
ミュージアムへ行ってみて
子どもたちの感想
・普段使っている容器にたくさんの工夫があることが分かって驚いた！
・リサイクルできるように分別して捨てようと思った！
親の感想
説明員のかたが子どもたちの年齢に合わせた内容で説明してくださり大変わかりやすく、子どもたちも楽しく見学できました。容器をつくる工場の跡地にミュージアムが建っているなど、私たちの住んでいる街の歴史も垣間見ることができました。ミュージアムは広すぎず、コンパクトに楽しめるのもよいと思います。
説明員の高荷さんより
みなさんの住む街にあるミュージアムですが、知らない方も多いと思います。春には近くの目黒川の桜も満開になりますので、お花見しながら立ち寄って、容器のことを考えるきっかけにしてくださると嬉しいです。

容器文化ミュージアム（東洋製罐グループ）　　
〒141-8627　東京都品川区東五反田2-18-1　大崎フォレストビルディング1階
開館時間　平日9：00～17：00
入場料　無料
アクセス　大崎駅　北改札口を出て東口より徒歩6分

引用：容器文化ミュージアム公式サイト
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